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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
Ⅰ

　新
井
正
彦
教
授
、
植
田
康
孝
教
授
、
金

田
正
明
教
授
、
大
山
健
一
助
教
の
引
率
で
、

8
月
26
日
か
ら
9
月
12
日
ま
で
、
マ
ッ
セ

イ
大
学
ア
ル
バ
ニ
ー
校
で
43
名
（
マ
ス
コ

ミ
）、
8
月
29
日
か
ら
9
月
15
日
ま
で
マ
ッ

セ
イ
大
学
パ
ー
マ
ス
ト
ン
・
ノ
ー
ス
校
で

17
名
（
人
間
心
理
）、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大

学
C
C
E
L
で
38
名
（
経
営
社
会
・
情

報
文
化
）、
オ
タ
ゴ
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で

23
名
（
現
代
社
会
、こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
が
英
語
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
学
が
1
名
あ
た
り
5
万
円
を
補
助
し
ま

し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
Ⅱ

　植
田
康
孝
教
授
の
引
率
で
、
8
月
26
日

か
ら
9
月
23
日
ま
で
、
マ
ッ
セ
イ
大
学
ア

ル
バ
ニ
ー
校
で
1
名
（
マ
ス
コ
ミ
）
が
英

語
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
学
が
1
名

あ
た
り
5
万
円
を
補
助
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

　海
外
留
学
支
援
制
度
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
の
6
週
間
（
平
成
30
年
2
月
10

日
～
3
月
24
日
）
の
英
語
研
修
に
授
業
料

全
額
免
除
で
参
加
で
き
る
制
度
で
す
。
現

地
で
の
生
活
費
、
交
通
費
等
は
自
己
負
担

で
す
が
、
日
本
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

へ
の
渡
航
費
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
代
は
大
学

が
一
部
（
25
万
円
）
負
担
し
ま
す
。

マ
ッ
セ
イ
大
学
パ
ー
マ
ス
ト
ン
・
ノ
ー
ス
校
　

4
名

大
川
星
菜
さ
ん
（
人
間
心
理
１
年
）、
澤
野

天
馬
さ
ん
、
新
井
佑
理
江
さ
ん
、
竹
田
憲

次
郎
さ
ん
（
マ
ス
コ
ミ
1
年
）

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
C
C
E
L
校
　

3
名

今
成
藍
子
さ
ん
（
マ
ス
コ
ミ
2
年
）、
上
地

将
英
さ
ん
、澤
野
嵐
馬
さ
ん（
マ
ス
コ
ミ
1
年
）

オ
タ
ゴ
ポ
リ
テ
ッ
ク
　
１
名

戸
田
良
祐
さ
ん
（
現
代
社
会
１
年
）

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
集
中
英
語

プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修

　8
月
2
日
か
ら
9
月
2
日
ま
で
、
学
生

4
人
が
、
全
米
で
住
み
た
い
街 N

O
.1

と
い

わ
れ
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
、
英
語
を
学
び
、

ア
メ
リ
カ
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
大
学

が
1
名
あ
た
り
25
万
円
を
補
助
し
ま
し
た
。

海
外
専
門
研
修
（
現
代
社
会
学
科
）

︿
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
国
連
﹀

　7
月
30
日
か
ら
8
月
14
日
ま
で
、
関
根

理
恵
講
師
が
7
名
の
学
生
を
引
率
し
、
ロ

ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
て
、
博
物
館
・
文
化
遺
産
分

野
の
専
門
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
、

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
都
市
、
大
英
博
物
館
等
、
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
、
サ
ン
チ
ャ
ペ
ル
、

ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
等
、

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
街
、

ザ
ー
ン
セ 

ス
カ
ン
ス
に
て
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
U
N
E
S
C
O
パ
リ
本
部
お
よ

び
U
N
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
部
で
は
、
国
連
の

専
門
官
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
講
し
ま

し
た
。
研
修
に
て
実
施
し
た
調
査
結
果
は
、

奈
良
文
化
財
研
究
所
主
催
の
第
9
回
文
化

的
景
観
研
究
集
会
に
て
発
表
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
参
加
学
生
が
編
集
し
た
海

外
専
門
研
修
報
告
書
を
出
版
し
ま
し
た
。

︿
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
﹀

　8
月
21
日
か
ら
28
日
ま
で
、
崎
本
武
志

准
教
授
と
ソ
ニ
ア
・
マ
リ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ダ
ー

ル
講
師
が
10
名
の
学
生
を
引
率
し
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
で
有
名
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
を
訪
ね
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
最
大
の
観
光
保
養
地
と
し
て
知

ら
れ
る
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
を
拠
点
に
、
世

界
遺
産
、
国
立
公
園
、
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
等
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認

証
制
度
や
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に

つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

︿
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
﹀

　9
月
14
日
か
ら
19
日
ま
で
、
阿
南
透
教

授
が
5
名
の
学
生
を
引
率
し
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
観
光
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
「
観
光
立
国
」
の
現
状
に
つ
い

て
、
民
族
文
化
の
利
用
、
熱
帯
の
自
然
保

護
と
活
用
を
テ
ー
マ
に
見
て
回
り
ま
し
た
。

日
本
大
学
生
訪
韓
団
（
韓
国
外
交
部
招
へ
い
）

　日
本
国
外
務
省
、
大
韓
民
国
外
交
部
が

主
催
で
、
公
益
財
団
法
人 

日
韓
文
化
交
流

基
金
、
韓
国
国
際
交
流
財
団
が
実
施
す
る

「
対
日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

海
外
研
修

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

NZ 研修結団式

UNESCO World Heritage Centre

シンガポール唯一の世界遺産、
ボタニックガーデン アボリジニのアマリー氏との記念撮影

国際交流活動
R

EPO
R

T

科学研究費補助金（学術研究助成基金助成金）が
交付された研究を紹介します。 研究

レポート

学
士
力
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
問
題
解
決
力
を
育
成
す
る
た
め
の

指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
　
（
平
成
29
年
度
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金

　基
盤
研
究
（
C
）に
採
択
）

　今
更
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
に
求
め
ら

れ
る
学
士
力
の
内
容
は
、
そ
の
時
代
に
応
じ

て
変
化
し
て
い
ま
す
。
人
工
知
能
技
術
の
発

達
に
よ
り
、
現
在
あ
る
職
業
の
多
く
が
将
来

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
中
、

そ
れ
ら
と
は
一
線
を
画
す
る
資
質
・
能
力
の

育
成
が
大
学
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
情
報
を
処
理
す

る
道
具
で
す
が
、
そ
の
処
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

人
間
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
倫
理
的
な
問
題

を
含
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
意
思
決
定
を
任
せ

ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味

で
、｢

問
題
解
決
力
の
た
め
に
情
報
通
信
技
術

（
I
C
T
）
を
用
い
て
多
様
な
情
報
を
収
集
・

分
析
し
、
適
正
か
つ
創
造
的
に
思
考
・
判
断

し
、
モ
ラ
ル
に
則
っ
て
効
果
的
に
活
用
す
る

力
」
の
育
成
・
強
化
は
、
ま
す
ま
す
重
要
性

が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　さ
て
、
従
来
の
大
学
に
お
け
る
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
は
、
時
代
の
要
請
に
応
え
て
い

る
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
で
す
。
小
中
高
と

の
連
携
を
検
討
す
る
視
点
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

個
々
の
大
学
の
専
門
性
と
教
員
の
現
状
に
応

じ
て
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
内

容
と
し
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
デ
ー
タ
処
理

な
ど
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
研
究

で
は
「
自
ら
が
立
て
た
新
た
な
課
題
を
解
決

す
る
能
力
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
内
容
に
依

存
し
な
い
汎
用
的
ス
キ
ル
と
し
て
の
I
C
T

問
題
解
決
力
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
特
色
・
独
創
的
な
点
が
あ
り
ま
す
。

　な
お
、
私
立
大
学
情
報
教
育
協
会
で
は
、

２
０
１
３
年
度
よ
り
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
開
発
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
、「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
・
情

報
倫
理
分
科
会
」
の
主
査
と
し
て
そ
の
開
発

に
あ
た
っ
て
き
て
い
る
の
が
、
本
研
究
の
研

究
分
担
者
で
あ
る
本
学
の
玉
田
和
恵
先
生
で

す
。
玉
田
先
生
は
、
本
研
究
の
連
携
研
究
者

で
、
本
学
の
情
報
教
育
研
究
所
の
客
員
教
授

で
も
あ
る
、
東
京
工
業
大
学
の
松
田
稔
樹
先

生
が
開
発
さ
れ
た
「
問
題
解
決
の
縦
糸
・
横

糸
モ
デ
ル
」
を
採
用
し
、
一
般
教
育
と
し
て

の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
、
専
門
教
育
に

お
け
る
情
報
処
理
教
育
と
を
統
合
し
た
、
学

士
力
と
し
て
の
「
I
C
T
問
題
解
決
力
」
育

成
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
研
究
で
も
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

学
士
力
と
し
て
の
I
C
T
問
題
解
決
力
育

成
を
目
指
し
た
指
導
法
、
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
開
発
し
、
そ
れ
を
活
用
し
て
授
業
実
施

で
き
る
教
師
を
育
成
す
る
教
師
教
育
の
手
法

を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
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